
通信困難な
山間部

見通しの悪い
谷筋

中央と
回線断絶

紀伊半島の防災 → 世界標準？・ ・ ・ ・ ・
～あひるさんボードが拓くIoT～



地球観測衛星から通信衛星による防災対策へ



奈良県野迫川村北股

奈良県五條市大塔町赤谷

奈良県十津川村長殿

奈良県十津川村栗平

１．河道閉塞発生箇所（奈良県、和歌山県）

和歌山県田辺市熊野 和歌山県田辺市三越

 平成23年9月、紀伊半島大水害（台風12号）により奈良県、
和歌山県では、深層崩壊により17箇所の河道閉塞が発生。

 このうち、大規模な河道閉塞は5箇所で発生し、湛水池を形成。

河道閉塞の
湛水が継続

河道閉塞未湛水

第2回「和歌山を、宇宙からの防災・
教育の拠点に」シンポジウム発表資料



３．現状の課題

山中での通信ケーブル敷設作業
急斜面上の人海戦術の作業

◎砂防事業の降雨量、水位観測箇所は山間奥地が多い。
①通信状態が悪い。携帯電話不感地帯が多い。
②商用電源の確保が困難。
○現状の対応方法；有線回線
・通信ケーブルの敷設は人力作業主体⇒多大な労力・危険作業。
・落石、流水、倒木、動物による切断が頻発。

ケーブル破断

第2回「和歌山を、宇宙からの防災・
教育の拠点に」シンポジウム発表資料
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○現状の対応方法；衛星携帯電話によるデータ転送
•高コスト、電源確保が課題。

①電源： 消費電力大→発動発電機（または、商用電源）が必要
・発動発電機は、給油が頻繁に必要。工事用道路被災により、燃料運搬が困
難となると、観測情報収集に深刻な影響。
②コスト： 機器、通信費用が高額

衛星携帯電話
通信装置

３．現状の課題

衛星携帯電話を用いた雨量観測所

雨量計
工事用道路
被災
（H26.8)

ヘリによる
燃料空輸
（H26.8)

第2回「和歌山を、宇宙からの防災・
教育の拠点に」シンポジウム発表資料



WiFi版 あひるさｎボード
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関東地方整備局 利根川水系

• 関東地方整備局が進める「簡易水位計」
として、平成28年度に６機を納品しました。

• 従来の「水位計」よりも遥かに安価（設置
を含め100万円／箇所程度）で、かつ小型
軽量なシステムとして動作しています。

• システム構成が小型でシンプルで可搬性
に優れており、護岸工事など河川工事エ
リアの仮設時にも柔軟に対応出来ます。

メイン
コンピュータ

バッテリー

水位計

チャージ
コントローラ

ソーラー
パネル

電源回路

モバイルルータ

LCD

SIMカードSDカード

SDカード
スロット

Wi-Fi

簡易水位計 12V



センサーネットワーク利用実証

2018年11月15日 Copyright NeSTRA 8

奈良県十津川村での防災実験

（国交省・和歌山大学）

無線センサー子機

衛星通信装置



地上センサーネットワーク

2015/07/01 9

新基板搭載子機

新基板搭載親機
（衛星通信対応型）

汎用基盤

3G通信機

920Mhz通信機

マイコンボード

センサI/F(I2C)
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＠近畿地方整備局 栗平地区

• 近畿地方整備局と協力し、大規模土砂災害対策
研究開発機構の活動の一環として、現場での実
証試験を実施中です。

• 紀伊山中にて、平成23年に発生した大規模な土
砂災害によりせき止められた天然ダムの水位計
測および周辺の雨量計測の実証実験を、平成26
年より継続して実施しています。

• Wi-Fiや携帯回線が使えない山中のため、衛星回
線を使ったデータ転送を行っていますが、通信
費は月6千円程度です。

• 備え付けの太陽電池からの給電のみで、複数子
機からの連続観測を実施しています。

衛星携帯電話通信 低軌道衛星通信

消費電力大；商用電源、発動発電機
・電源喪失による観測不能の危険大

消費電力小；ソーラーパネル＋蓄電池
・電源喪失による欠測リスク小

通信機 機器高価；120万円 機器安価；　10万円（オーブコム使用）

通信費 2～3万円／月 6千円／月（オーブコム使用）

機器構成が複雑、設置大変 小型・機器構成単純で設置容易
10分間隔 40分間隔

・コスト、電源確保、維持管理 ・データ転送頻度

電源

データ転送頻度

コスト

課題

設置の容易性

水位無線センサ子機

親機
衛星通信機

920MHz無線機

920MHz
無線
中継器

子機１
雨量・温度・気圧
920MHz無線機

子機２
水位・温度・気圧
920MHz無線機

衛星



栗平地区 INMALSAT位置

• 2017/03/14に現地調査

• 2017年度初頭に衛星切
替
（オーブコム→インマル）

• モードによっては
5200mA×11.1Vで
36ヶ月稼働

11

INMALSAT 4-F1

静止軌道面





SS-520 5 号 機 主 要 諸 元
（画像はSS-520 4号機）

全長 9.54 m

直径 0.52 m（代表径）

全備重量 2.6 ton

燃料 固体燃料

段構成 3段式

打上げ能力 低軌道に4kg以上

打上げ場所
内之浦宇宙空間
観測所

打上げ方式
ランチャ滑走方式
（吊下げ式）

SS-520 5号機は、観測ロケット
として運用しているSS-520に
3段を搭載した改良型の小型
ロケット



TRICOM-1R主要諸元

概要 超小型衛星

寸法 116mm×116mm×346mm（アンテナ部分除く）

重量 約3kg

軌道 近地点180km×遠地点1,500kmの楕円軌道

傾斜角 31度



海水温度計測
イノシシ罠監視

化学工場製品管理
（山本化学さん）

化学工場排水処理
（三木理研さん）

那智勝浦町
河川水位観測

印南町
ライフジャケット

御坊農業用水
水位観測

串本漁協
海老養殖場

栗平地区
自然ダム水位観測

和歌山で進める
実証検証

（予定中もあり）





和歌山県庁主催
宇宙産業育成のための勉強会WARP

あひるさんボードの製作講習(2016/11/17)



田辺工業高校 実習（20180809）

和歌山大 製造実習（20181106）


